
株主の 皆 様 へ

　平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここに当社第６期の連結業績と第６回定時株主総会の決議内容等につきましてご報告申し上げます。

　当期におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進んだことにより緩やかな回復の動きがみられたものの、原材料やエ

ネルギー価格の高止まりや物価の上昇、不安定な国際情勢による地政学的リスクに加え、為替相場の急速な変動など、依然と

して先行きは不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する業界におきましては、異常気象等を原因とした大規模な自然災害に備えるため、国土強靭化に取り組

む必要性が叫ばれており、公共投資は底堅く推移しているものの、将来の国内市場の縮小リスクへの対応が課題となっており

ます。このような環境の中、当連結会計年度を最終年度とする第２次中期経営計画において、「主力事業の深掘りによるオー

ガニック成長の推進」、「成長事業の育成と新たな収益機会の獲得」、「持続的成長を可能とするための経営基盤の整備」に取り

組み、更なる企業価値向上に努めてまいりました。

　株主の皆様におかれましては、引続きのご支援、ならびに倍旧のご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　 土屋  明秀

当社第６回定時株主総会が下記のとおり開催され、報告並びに決議されましたのでご通知申し上げます。
１．日　　　時	 2024年６月27日（木曜日）午前10時
２．場　　　所	 東京都千代田区麹町六丁目６番地　　スクワール麹町　３階会議室
３．内　　　容
　　報 告 事 項 	 1．‌�第６期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の

連結計算書類監査結果報告の件
	 2．第６期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）計算書類報告の件
　　決 議 事 項
　　　第１号議案　剰余金の処分の件
	� 本件は原案どおり承認可決され、期末配当金につきましては、普通株式１株につき40円と決定いたしました。
　　　第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）３名選任の件
	� 本件は原案どおり承認可決され、田中義人、土屋明秀、山本譲の3氏が選任され、それぞれ就任いたしました。
　　　第３号議案　監査等委員である取締役５名選任の件
	� 本件は原案どおり承認可決され、髙根総、小池邦吉、曽小川久貴、森裕、松阿彌初美の5氏が選任され、それぞれ就任い

たしました。
以上

第6回定時株主総会決議ご通知

証券コード：5290

2023年４月１日～2024年３月31日
第６回定時株主総会決議ご通知

株 主 通信



下水道事業【東京都】内閣府近くに日本最大深度の「スパイラルホール」を納入
東京都の下水道再構築整備では、下水道管渠の埋設位置が地下深くに計画されており、既設管渠と新設管渠との接続におい
て高落差が生じます。
高落差の落水には、①マンホール底部の洗掘、②下水の飛散、③周辺住民への騒音や振動、④空気混入による下流管の流下
性能の低下など、さまざまな課題があります。本工事では、日本最大深度の48.5mの高落差に対応可能な「スパイラルホー
ル」（φ2000）を納入しました。内部のらせん階段により維持管理が容易で、下水がらせん状に流下するため騒音や振動が
抑制されます。また、プレキャスト化により工期短縮が図られ、狭小スペースでの施工も実現しました。

連結貸借対照表� （単位：百万円）

科　目 前　期
（2023年３月31日現在）

当　期
（2024年３月31日現在）

　資産の部

　流動資産 29,977 32,803

　固定資産 19,866 19,221

　　有形固定資産 12,596 12,538

　　無形固定資産 4,105 3,784

　　投資その他の資産 3,163 2,898

　資産合計 49,843 52,024

　負債の部

　流動負債 12,901 13,817

　固定負債 5,357 4,348

　負債合計 18,258 18,165

　純資産の部

　株主資本 29,946 31,861

　　資本金 3,000 3,000

　　資本剰余金 1,710 1,713

　　利益剰余金 28,183 31,110

　　自己株式 △ 2,947 △ 3,962

　その他の包括利益累計額 1,387 1,719

　新株予約権 249 278

　純資産合計 31,584 33,859

　負債及び純資産合計 49,843 52,024

連結損益計算書� （単位：百万円）

科　目
前　期

2022年４月 １ 日から（2023年３月31日まで）
当　期

2023年４月 １ 日から（2024年３月31日まで）
　売上高 39,095 36,833
　　売上原価 27,277 24,660
　　売上総利益 11,817 12,173
　　販売費及び一般管理費 6,257 6,446
　営業利益 5,560 5,727
　　営業外収益 359 272
　　営業外費用 82 149
　経常利益 5,837 5,849
　　特別利益 161 253
　　特別損失 97 227
　税金等調整前当期純利益 5,901 5,875
　　法人税等 2,159 2,146
　親会社株主に帰属する当期純利益 3,742 3,728

設置中 設置中（φ2000） 楊重作業中
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（単位：百万円）
コンクリート事業

パイル事業

防災事業

その他

3,557
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外側：当期
内側：前期

連結財務諸表（要旨）

NEWS & TOPICS

事業分野別売上高



鉄道事業【宮城県】総合研修センターに「4分割大型アーチカルバート」を設置
鉄道関連工事会社の人材育成施設として建設されている「総合研修センター」に、「4分割大型アーチカルバート」と「ホー
ム床板」を納入いたしました。
この施設は、鉄道関連工事会社が、JRのほか民鉄各線の日々のメンテナンス工事や、線路敷設工事等を実際の保線用車両を
使用して研修できる施設です。
本製品が採用されるにあたり、工法比較の結果、本製品は、現場打ちトンネル構造に比べて工事の効率化や工期短縮のメ
リットが大きい点に加え、一般土木設計と異なる鉄道設計に対するベルテクスの高い技術が評価され採用に至りました。
また、施工時には50名以上の関係者が参加し、外観や製品精度に対しても高い評価を受けました。
ベルテクスの鉄道専用製品による鉄道構造物を模した研修センターで使用される本製品は、鉄道関連工事会社の技術者育成
に寄与し、我々の暮らしに欠かせない交通インフラ構築に貢献しています。

施工組立状況 トンネル構造（左手前） 駅ホーム構造（左)

斜面防災事業【神奈川県】中学校の裏手の急斜面に「ループフェンス Eタイプ」を設置
神奈川県秦野市では、安全・安心で快適な教育環境づくり推進の一環として、中学校の裏手にある急斜面の崩壊土砂対策工
事が必要とされておりましたが、山林と校庭の狭隘な現場条件により、工事が困難とされていました。

「ループフェンス Eタイプ」は、①現地のさまざまな斜面形状に合わせた配置が可能であること、②落石防護対策等の複数
用途の性能も兼ね備えていること、③経済的にも他社工法より優位性があることがポイントとなり採用されました。

完成（校庭区間） 完成（道路区間）

支柱部施工状況 フェンス部施工状況



社　　　　名	 株式会社ベルテクスコーポレーション
	 Vertex Corporation
本　　　　社	 〒102-0083　東京都千代田区麹町五丁目７番地２
	 電話　03-3556-2801（代表）
設　　　　立	 2018年10月１日
資　 本　 金	 30億円
主なグループ会社	 ベルテクス株式会社	 ベルテクス建設株式会社
	 株式会社ホクコンプロダクト	 北関コンクリート工業株式会社
	 九州ベルテクス株式会社	 ホクコンマテリアル株式会社
	 株式会社ウイセラ	 アイビーソリューション株式会社
	 プロフレックス株式会社

会社概要
（2024年６月27日現在）

代 表 取 締 役 会 長
代 表 取 締 役 社 長
取 締 役
取締役（常勤監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）

田　中　義　人
土　屋　明　秀
山　本　　　譲
髙　根　　　総
小　池　邦　吉
曽小川　久　貴
森　　　　　裕
松阿彌　初　美

役員

発行可能株式総数	 92,000,000株
発行済株式の総数	 26,040,217株（自己株式 4,513,133株を除く）
当事業年度末の株主数	          5,454名

株式の状況（2024年３月31日現在）

株主名 所有株式数（株） 持株比率（%）

太平洋セメント株式会社 2,437,758 9.36 
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 1,771,100 6.80 
GOLDMAN,SACHS & CO.REG 1,680,200 6.45 
一般財団法人ベルテクスグリーン財団 1,200,000 4.60 
株式会社岩崎清七商店 746,705 2.86

大株主（上位５名）

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月下旬開催
基 準 日 定時株主総会・期末配当金� 毎年３月31日
公 告 方 法 電子公告により行います。

但し、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告を行うことができない場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。

ホームページアドレス https://www.vertex-grp.co.jp

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
同 連 絡 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号

三井住友信託銀行 証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

◦未受領の配当金支払請求につきまして
　‌�上記、株主名簿管理人（三井住友信託銀行 証券代行部）あてにお
願いいたします。
◦住所変更などの各種お手続につきまして
　お取引口座のある証券会社あてにお願いいたします。
　‌�｛株主名簿管理人（三井住友信託銀行）ではお取扱いできませんの
で、ご注意下さい｝

株主メモ

株式情報

会社概要

所有者 株式数（株） 割合（%）

個人・その他 9,251,183 35.53 
その他法人 7,525,457 28.90 
外国法人等 5,589,397 21.46 
証券会社、銀行・信託銀行、その他金融 3,674,180 14.11 

所有者別株式数割合（議決権なし株主を含む。自己株式を除く）

メンテナンス事業【岐阜県】山口頭首工に「ダクタルパネルライニング工法」を採用
岐阜県にある山口頭首工の改修工事に「ダクタルパネルライニング工法」（面積：234m2、パネル厚：50mm）を施工しました。
山口頭首工は農業用水の取水を担う河川構造物であり、その多くが建設から年数が経ち、老朽化が進んでいます。
本工事は、河川による土砂や水流の摩耗によってコンクリート部分の劣化が著しく、さらには非かんがい期などの工事期間
の制約が多い状況下で計画されました。
超高強度繊維補強コンクリート「ダクタル」を用いた本工法は、高い耐摩耗性によりコンクリート構造物を保護し、さらに
プレキャスト製品を採用することによって工期短縮が図られ、農業用水の安定供給に貢献しました。

施工前 施工中 施工後

所有株数別株主割合（自己株式を除く）

1万株以上
5千株以上～1万株未満
1千株以上～5千株未満
5百株以上～1千株未満

3.98%
2.82%

16.37%

14.39%

27.65%

34.79%百株以上～5百株未満
百株未満


